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研究成果の概要（和文）：淡路人形座における人形遣いたちの稽古場面に立ち会い、身を投じた彼らのやりとりを記述
することで、知識伝達のあり方を根本的に見直し、新たな「学び」のありようを提示した。具体的には、①メルロ=ポ
ンティが展開した哲学的身体論が、わざの伝承場面において生じているミクロな出来事の意味を理解するための足がか
りになることを明らかにした上で、②教え手と学び手との間には、行為の模倣や同調といったやりとりが意図的あるい
は非意図的に繰り返されており、こうした微細なやりとりそのものに目を向けることによって、「わざ」の伝承を、当
事者たちの創意工夫を伴った、相方向的に遂行される生き生きとした営みとして捉え直した。

研究成果の概要（英文）：Observing and describing the training session of the master and the novice of pupp
eteers in Awaji Puppet troupe (Awaji Ningyo Za) , we tried to reconsider and reconstruct the interactive p
rocess of learning.  First, we investigated the possibility of using the Merleau-Ponty's phenomenological 
approach in understanding the meaning that emerges from bodily interactions, and that underpins the perfor
mance of the body during a training session. Second, focusing on the subtle interaction included their ges
ture and utterance, which appear intentionally or unintentionally in their training session, we found the 
session is corporative and vivid process which emerges from several different levels of meaning for their 
bodily experiences.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）近年、暗記や計算といった知的作業を
通して獲得されるような「情報」としての知
識に対して、模倣や習慣といった身体的行為
を通して獲得されるような「わざ」としての
知識への関心が高まっている。こうした研究
の高まりは、「身体による学び」という領域
をゆるやかに形成し、「わざ言語」の発見に
よる指導言語の解明（生田, 1987, 2011）、知
識の「身体化 embodiment」（Johnson, 2008）
の解明などの卓越した成果を上げるに至っ
ている。 
 
（２）だがその追求は未だ、今日的な教育観
を根強く支えている「表象主義」からの脱却
を遂げる段階には至っていない。「表象主義」
とは、わざの習得を、あらかじめパッキング
された知識を個人から個人へと一方向的に
伝えるかのように捉える見方である。こうし
た見方のもとでは、教え手は機械的に伝える
だけの人、学び手は機械的に受けとるだけの
人、という静態的な図式に陥り、関係そのも
のの変化や、彼らの主体的な工夫を見落すこ
とになる。「身体による学び」を原理的に解
明する研究は、「頭で覚える」か「身体で覚
える」かという二元的区別を指摘するだけで
はなく、「表象主義」的な学習観を根本的に
脱却する学びの探求へと向かうべきである。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、哲学的身体論が洗練させて
きた眼差しを引き継いで、わざの伝承場面の
観察を重ね、当事者たちの身体的な相互行為
の意味の編み目を解きほぐし、わざの伝承と
いう場面に生起している出来事の全体を捉
え直すことを目的にしている。 
 
（２）具体的には、淡路人形座（兵庫県南あ
わじ市・人形浄瑠璃の一座）の人形遣いの稽
古場面における身体的相互行為に着目し、そ
れを手がかりとした「学び」のありようを記
述する。それは、知識の伝承が、当事者たち
が身をおく相互行為の影響関係の中で達成
されることを描き出す着眼点である。教え手
から学び手へと伝わる知識は、表象・概念と
して伝達されるよりも以前に、しぐさや身ぶ
りによる相互行為空間において伝承される。
その行為空間もまた、特定の時間的・空間的
文脈に規定されており、たえざる変化の中に
置かれている。淡路人形座の事例は、伝統芸
能の継承という、共同体の時間的・空間的文
脈を背負った、厚みのある学びである。この
立体的な構造を捉えることで、知識の伝達が、
機械的・一方向的なものではなく、当事者た
ちの工夫を伴った、また、学び手のみならず
教え手もが変わっていくような、相方向的で
創造的な営みとして捉え直されることにな
るだろう。 
 
３．研究の方法 

（１）本研究では、学びを成立させている身
体的相互行為の働きを明らかにするために、
淡路人形座におけるわざの伝承事例を対象
としてフィールド調査を行った。一年目はフ
ィールド調査を集中的に行い、二年目はフィ
ールド調査を補完的に継続しながら、メルロ
=ポンティの現象学的身体論を方法とした記
述を試みた。 
 
（２）調査対象は、淡路人形座の「復活公演」
の取り組みである。淡路人形座では、今日に
おいて途絶えている古典的な演目を、残され
た床本とテープを手がかりに「復活」させる
取り組み（平成 25 年 2 月公演）を行ってい
た。そこで本研究では、「復活公演」に向け
た稽古を対象とした調査を進めた。平成 24
年 6 月から 8 月にかけて、配役の決定、人形
の頭と衣装の選択、演出の提案などに関する
協議に列席し、舞台の構想を把握した。その
上で、10 月から 1 月にかけて、人形座の座員
が、実際に振り付けを稽古する場面を観察し
た。2 月には、総稽古と公演当日の場面に立
ち会って、それまでの稽古が結実するさまを
観察した。参与観察・インタビューを重ね、
彼らの身体的な相互行為（身ぶり、会話、模
倣や同調）を記録していくことで、人形遣い
たちが、未知の振り付けを習得していく学び
の場面を描き出すことを試みた。 
 
（３）2 年目は、1 年目に得たフィールド調
査の成果に対して、ビデオ・IC レコーダーを
用いた会話分析、動作解析を試みることによ
って、身体的相互行為空間の記述を試みた。
その方法として、本研究では現象学的手法を
用いた。ここでいう現象学的手法とは、当人
の自覚に先立って身体が獲得している雑多
な意味を把握し、記述することを可能にする
視点である（Merleau-Ponty, 1945）。本研究で
は、人と人との関係構造を支えている行為空
間を設定し、それらの意味の編み目を記述す
る手法として用いた。とりわけ、わざの伝承
に参与する人形遣いたちの身体動作をつぶ
さに観察し、それぞれが帯びている意味を読
み解きながら記述を進めていった。 
 
４．研究成果 
（１）フィールドワーク：2012 年 4 月から
2014 年 3 月までの 2 年間のうち、淡路人形座
への調査を 49 回行った。内訳は、淡路人形
座（兵庫県南あわじ市）に稽古・公演を含め
43 回、三原中学校（同市）に 4 回、淡路人形
座の出張公演（宮崎県延岡市）に 2 回である。 
 また、2013 年 8 月には、オランダのユトレ
ヒト大学が提供する集中講義に参加し、現象
学的教育学を先駆的に進めてきたユトレヒ
ト学派の研究の蓄積に触れた。経験を記述す
るために現象学を用いてきた研究者たちと
交流することで、教育学の枠組みに限らず、
身体的実践を描き出すための足がかりを得
た。 



 
（２）稽古場面の記述 
① 生き生きとした身体的やりとり  
 人形遣いたちの稽古場面を記述する方法
として、会話の文字起こし、および状況のイ
ラスト化を行い、彼らのやりとりを綿密に記
述することを試みた。座員たちのミクロなや
りとりを解きほぐすことによって、わざを学
ぶということに含まれる、生き生きとした身
体的なやりとりと、学びの重層性が明らかに
なった。それは、近代教育が忘却してきた暗
黙的な身体の働きに光を当て、「身体的能力
の向上」ばかりを強調する学習観を見直すと
いう、教育学における大きな挑戦に向けた小
さな端緒である。本成果は、9th Inernational 
CORPUS Symposium (Taipei National 
University of the Arts, Taipei, Taiwan, May 24, 
2013)、および、 PRACTICES AND THEIR 
BODIES: 2nd Mainz Symposium of the Social & 
Cultural Studies (Johannes Gutenberg University, 
Mainz, Germany, April 25, 2013)における発表
として結実した。 
 
② 言葉と身ぶりの相補的な働き 
 わざを伝えるということは、言語によって
定式化する仕方ではなく、実際にやってみせ
る仕方でしか達成できないこと、および、言
葉だけでは意味をなさない言葉が、身ぶりを
伴うことで豊かな意味を帯び、雄弁な身体的
なやりとりの中でわざの伝承が行なわれる
ことが明らかになった。 
 同時に、人形遣いたちの稽古において、分
析的思考は必ずしも動作を阻害するもので
はないことも明らかになった。しばしば分析
的思考は、わざの遂行の前には無力であると
語られることが多い。しかしながら、実際の
稽古では、言語による明示的な固定作用を必
要とする場面が見られた。つまり、彼らは分
析的に動作を意味付けることによって、茫漠
とした一連のしぐさを分節し、擬態語を伴い
ながら一つ一つ順を追って辿ることによっ
て、新たな型を獲得したのである。分析と動
作とは、必ずしも反目しあうだけではなく、
ときには対立的に、ときには相補的に、場面
によって変化しながら関わり合うのである。
本成果は、『こころの未来』9号への投稿、お
よび、第 10 回身心変容技法研究会（京都大
学こころの未来研究センター、2013 年 1 月
31 日）での発表へと結実した。 
 
③ 学びの重層性 
 「わざの習得」といえば、一連の動作から
構成される「型」を身につけていく過程を想
定するが、少なくとも本事例においては、
個々の型を身につけることは中心的な課題
ではない。それ以上に大きな課題は、型と型
との「接続」である。ある「型」ができるよ
うになるという事態は、決められたルールに
則って舞うことのみを指すのではなく、むし
ろ、適切なタイミングで、適切な場面で、適

切な組み合わせで舞うことができることを
指す。稽古は、一見、ひとつの「型」や「し
ぐさ」を習得していく過程として映るが、そ
れは同時に、型の運用方法を学ぶ過程でもあ
る。型の動きが出来るようになる過程と、「流
れ」や「間」を感知できるようになる過程と
は、原理的に区別できない。つまり、稽古は、
動作としての振りを身につける場であると
同時に、振りと振りとの間の調整をたえず行
い、焦点化することなく「流れ」や「間」に
対する感性を磨くものとして機能している。
稽古とは、重層的にいくつもの「学び」が折
り重なっている場であるといえよう。成果は、
『ホリスティック教育研究』16 号への論文掲
載に結実した。 
 
④ 人形遣いたちの身体図式 
 人形遣いは、人形の頭と右手（頭遣い）、
左手（左遣い）、足（足遣い）を分担しなが
ら人形を操る。あたかも人間が舞っているか
のようなしぐさを生み出すためには、個人の
技量はもちろん、人形遣い同士の円滑な連携
が要求される。その複雑な連携を可能にする
ために、彼らは「ズ」と呼ばれる意思伝達シ
ステムを用いる。「ズ」とは、頭遣いが発す
る合図であり、他の二人を動かすための時間
的空間的「間合い」のことを指す。また、型
を外れたしぐさが突発的に課されたときも、
人形遣いは人形の身体に即した自然な動き
を遂行する。こうした事態を敷衍するならば、
人形遣いたちは、各自で独立した操作感覚の
中で人形を操るだけではなく、人形の身体と
してまとまりのある図式に身をおいている
と考えることができる。メルロ=ポンティは、
身体的行為のまとまりは、必ずしも個として
の身体に限定されるものではなく、自分の身
体の外へ、例えば杖の先や帽子の突端へと延
びうることを解明し、そのような身体の働き
を身体図式（schéma corporel）の動的な働き
と見なした（Merleau-Ponty, ibid.）。人形遣い
たちの経験を記述する場合、メルロ=ポンテ
ィの思索を拡張させて、一人の身体を越えて、
人形を起点とした、三人の身体によって相互
的に形成される図式、すなわち「間-身体図
式」を想定することができる。操作感覚を共
有しながら人形を操る彼らの身体の働きを
解明することは、わざ研究のモデルケースの
一つとなるであろう。本成果は、『Bodies & 
Folklore(s): Legacies, Constructions & 
Performances』（2012 年）への寄稿に結実した。  
 
（３）臨床教育学としてのメルロ=ポンティ

の読み直し 
 上記のような考察は、メルロ=ポンティ哲
学の読み直しにもつながる。これまで教育学
が身体に向けてきた関心の多くは、身体を
「教育の対象」と見なすものであったが、メ
ルロ＝ポンティがいうように、人は日常的な
コミュニケーション場面において、相方向的
で、未だ明確な意図を持たない、それでいて



関係構造に大きく寄与する身体的行為の相
互作用に身をさらしている（Merleau-Ponty, 
ibid.）。教育の場面においても、教え手と学び
手との間に、自覚する以前の相互作用が働く
のであれば、そうした行為空間こそ、教育的
事象を成立させるための土壌と見なせるの
ではないであろうか。とするならば、身体と
は、教育的意図をすり抜けて絶えず他者や環
境と相互作用を繰り返し、教育的な働きかけ
を下支えしているのである。こうした観点は、
暗黙的なわざの様相を記述することに寄与
するのみならず、教育的な関わりについての
根本的な再考を可能にするに違いない。本成
果は、『教育哲学研究』107 号への論文投稿と
して結実した。 
 
（４）博士論文の完成 
 本研究の一部は、博士論文（「わざの臨床
教育学———淡路人形座における人形遣いの稽
古および興行に関する現象学的記述」京都大
学教育学研究科博士学位論文、平成 26 年 3
月）の主要な構成部分へと結実した。なお、
博士論文は、加筆・修正の後、本研究の成果
の一つとして、平成 26 年度中に出版される
予定である。 
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